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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】海洋環境や汽水など、塩化物イオンを多く含む
環境であっても、エレクトロコーティングの付着を防止
しながらステンレス鋼を防食する方法を提供する。
【解決手段】塩化物イオンを含む水溶液１０中で、防食
対象のステンレス鋼（例えばフェライト系ステンレス鋼
、ＳＵＳ３０４系ステンレス鋼、又はマルテンサイト系
ステンレス鋼）１２の電位を－０．０５～－０．６５Ｖ
（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に外部電源（１８）方式で保
持する。ここで、ステンレス鋼１２の流出電流の無い範
囲で交流を重畳させる。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　塩化物イオンを含む水溶液中で、防食対象のステンレス鋼の電位を－０．０５～－０．
６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に外部電源方式で保持することで、エレクトロコーティ
ングの付着を防止しながらステンレス鋼を防食することを特徴とするステンレス鋼の電気
防食方法。
【請求項２】
　ステンレス鋼の流出電流の無い範囲で交流を重畳させることを特徴とする請求項１に記
載のステンレス鋼の電気防食方法。
【請求項３】
　塩化物イオンを含む水溶液中で、フェライト系ステンレス鋼、ＳＵＳ３０４系ステンレ
ス鋼、又はマルテンサイト系ステンレス鋼の電位を－０．３５～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａ
ｇ／ＡｇＣｌ）に外部電源方式で保持することで、エレクトロコーティングの付着を防止
しながらステンレス鋼を防食することを特徴とする請求項１又は２に記載のステンレス鋼
の電気防食方法。
【請求項４】
　前記塩化物イオンを含む水溶液が次亜塩素酸ナトリウムを含む場合は、前記ステンレス
鋼の電位を－０．５０～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に保持することを特徴と
する請求項１乃至３のいずれかに記載の電気防食方法。
【請求項５】
　前記ステンレス鋼のＰＩ値が４０未満であることを特徴とする請求項１乃至４のいずれ
かに記載のステンレス鋼の電気防食方法。
【請求項６】
　前記塩化物イオンを含む水溶液が、硫酸ナトリウムおよび亜硫酸ナトリウム、チオ硫酸
ナトリウムを含むことを特徴とする請求項１乃至５のいずれかに記載のステンレス鋼の電
気防食方法。
【請求項７】
　前記塩化物イオンを含む水溶液が、脱気されていることを特徴とする請求項１乃至６の
いずれかに記載のステンレス鋼の電気防食方法。
【請求項８】
　塩化物イオンを含む水溶液中に浸漬される陽極と、
　防食対象のステンレス鋼の電位を－０．０５～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）
に保持する外部電源と、
　を備えたことを特徴とするステンレス鋼の電気防食装置。
【請求項９】
　ステンレス鋼の流出電流の無い範囲で交流を重畳させることを特徴とする請求項８に記
載のステンレス鋼の電気防食装置。
【請求項１０】
　塩化物イオンを含む水溶液中で、フェライト系ステンレス鋼、ＳＵＳ３０４系ステンレ
ス鋼、又はマルテンサイト系ステンレス鋼の電位を－０．３５～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａ
ｇ／ＡｇＣｌ）に外部電源方式で保持することで、エレクトロコーティングの付着を防止
しながらステンレス鋼を防食することを特徴とする請求項８又は９に記載のステンレス鋼
の電気防食装置。
【請求項１１】
　前記塩化物イオンを含む水溶液が次亜塩素酸ナトリウムを含む場合は、前記ステンレス
鋼の電位を－０．５０～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に保持することを特徴と
する請求項８乃至１０のいずれかに記載のステンレス鋼の電気防食装置。
【請求項１２】
　前記ステンレス鋼のＰＩ値が４０未満であることを特徴とする請求項８乃至１１のいず
れかに記載のステンレス鋼の電気防食装置。
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【請求項１３】
　前記塩化物イオンを含む水溶液が、硫酸ナトリウムおよび亜硫酸ナトリウム、チオ硫酸
ナトリウムを含むことを特徴とする請求項８乃至１２のいずれかに記載のステンレス鋼の
電気防食装置。
【請求項１４】
　前記塩化物イオンを含む水溶液が、脱気されていることを特徴とする請求項８乃至１３
のいずれかに記載のステンレス鋼の電気防食装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ステンレス鋼の電気防食方法及び装置に係り、特に、海洋環境や汽水などで
用いられるステンレス製品に適用するのに好適な、塩化物イオンを含む水溶液中で、エレ
クトロコーティングの付着を防止しながらステンレス鋼を防食することが可能な、ステン
レス鋼の電気防食方法及び装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　海洋環境や汽水など塩化物イオンを多く含む環境では、耐孔食性指標ＰＩ（Pitting In
dex）値（耐食性に寄与するクロム、モリブデン、窒素の含有量（ｗｔ％）に係数を乗じ
て合計した値、例えば、ＰＩ＝Ｃｒ＋３．３Ｍｏ＋１６Ｎ）が４０未満の汎用ステンレス
鋼は、すき間腐食が発生する。そこで、ＰＩ値が４０以上の耐海水性ステンレス鋼が用い
られている。
【０００３】
　電気防食の方式には、金属のイオン化傾向の大小を利用して、図１に例示する如く、ア
ルミニウム合金や亜鉛などの、鉄よりイオン化傾向の高い金属でなる犠牲陽極１４を、防
食対象鋼材１２の海水１０に触れる部位に溶接等により電気的に接続して電池を完成させ
、犠牲陽極１４と鋼材１２間の電位差により発生する電流を、防食電流として、鉄がイオ
ン化（腐食）するのに代わって、犠牲陽極１４の金属がイオン化することにより、鋼材１
２を防食状態に保つ流電陽極法と、図２に例示する如く、陽極（対極とも称する）１６と
なる不溶性電極を海水１０中に浸し、外部（直流）電源１８を介して防食対象鋼材１２と
電気的に接続して、鋼材１２が防食電位に保たれるように外部電源１８により強制的に電
流を流す外部電源法がある。
【０００４】
　流電陽極法は、アルミニウム合金や亜鉛などの犠牲陽極１４を、設置するだけで防食で
きるため、外部電源法のように電源の確保が必要でなく、また電源のメンテナンスなども
不必要であるため、コストが安価である。そのため、流電陽極法は海洋鋼構造物に広く用
いられていた。
【０００５】
　例えばアルミニウム合金陽極の自然浸漬電位はおよそ－１．１Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣ
ｌ）、亜鉛陽極の自然浸漬電位はおよそ－１．０Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）である。
【０００６】
　カソード反応の起こる金属表面では溶存酸素の還元反応が起こるため、金属表面は水酸
化物イオンが生成して高ｐＨ環境となる。海水中にはカルシウムイオンやマグネシウムイ
オン、炭酸イオンなどが含まれるため、高ｐＨ環境で溶解度の低下する炭酸カルシウムや
水酸化マグネシウムが沈殿し、防食対象となる金属表面にエレクトロコーティングと呼ば
れる電着物が付着する。また、アルミニウム合金や亜鉛が金属イオンとなって溶解し、閉
鎖空間では海水中の水酸化物イオンと結合して、これらの水酸化物も沈殿を生じる。
【０００７】
　エレクトロコーティングが付着すると、防食電流は低減するため、従来はエレクトロコ
ーティングを積極的に付着させることが行われていた（特許文献１参照）。
【０００８】
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　海洋鋼構造物は、ほとんどの部材を炭素鋼で製作し、潮の干満により周期的な浸水と露
出を繰り返す干満帯など腐食の激しい一部に耐食性の高い耐海水性ステンレス鋼を用いて
いた。炭素鋼を防食するため、電気的に接続しているステンレス鋼も炭素鋼と同じ電位ま
で卑化し、エレクトロコーティングが付着していた。
【０００９】
　アルミニウム合金や亜鉛などの犠牲陽極を用いると、炭素鋼の腐食を停止させるために
必要な防食電位である－０．７７Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）よりも卑な電位となり、炭
素鋼とステンレス鋼を防食することが可能であり、広く用いられていた。海洋鋼構造物で
は、これらの金属の水酸化物が沈殿しても、フジツボやカキ、ホヤなどの海洋生物が付着
するため、エレクトロコーティングは外観では判別し難く大きな問題になることは無かっ
た。
【００１０】
　しかし、汽水部では海洋生物の付着が少なく、水門などに付着したエレクトロコーティ
ングが表面に露出することがあった。また、メッシュや網、フィルター、細管などには、
これらの水酸化物が沈殿したり、エレクトロコーティングと一緒に付着することがあった
。
【００１１】
　代表的な汎用ステンレス鋼としては、オーステナイト系ステンレス鋼とフェライト系ス
テンレス鋼、マルテンサイト系ステンレス鋼、二相系ステンレス鋼がある。オーステナイ
ト系ステンレス鋼にはＳＵＳ３０４、ＳＵＳ３０４Ｌ、ＳＵＳ３１６、ＳＵＳ３１６Ｌ、
ＳＵＳ３１７、ＳＵＳ３１７Ｌ、ＳＵＳ３２１、ＳＵＳ３１０Ｓ、ＳＵＳ３４７、フェラ
イト系ステンレス鋼にはＳＵＳ４３０、ＳＵＳ４４４、ＳＵＳ４４５Ｊ１、ＳＵＳ４４３
Ｊ１、二相系ステンレス鋼にはＳＵＳ３２９Ｊ４Ｌ、ＳＵＳ３２９Ｊ３Ｌ、マルテンサイ
ト系ステンレス鋼にはＳＵＳ４２０Ｊ２などがある。これらはクロムやニッケル、モリブ
デン、窒素を多く含む耐海水性ステンレス鋼よりも安価であり、また加工も容易である。
そのため、汎用ステンレス鋼製メッシュや網、フィルター、細管などを海水中や汽水中で
使用するニーズが高い。ここで、メッシュは、ステンレス線を組み、水中のごみを除去す
るのに用いられる。網は海水取水管の前に取り付け、くらげなどの侵入を防止するのに用
いられる。フィルターは、パンチングメタルなどを用いて、水中のごみを除去するのに用
いられる。細管は、熱交換器などに用いられる。
【００１２】
　正常時には外部電源方式により、停電時には犠牲陽極方式による防食を行うステンレス
鋼熱交換器の防食方法が特許文献２に記載されており、外部電源による電位の設定は－０
．７～－１．０Ｖ（ｖｓ．ＳＣＥ）と記載されている。
【００１３】
　又、酸化性の金属イオンあるいは、重金属やその化合物を含有する硝酸溶液中で、ステ
ンレス鋼に外部電源方式で電気防食する方法が特許文献３に記載されており、電位の範囲
が－０．８～－１．０Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）と記載されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１４】
【特許文献１】特開平１１－３２３４８６号公報（段落０００８～０００９）
【特許文献２】特開平４－２４７８８７号公報
【特許文献３】特開昭６２－２７８２８６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１５】
　しかし、特許文献２に記載された範囲では、まだエレクトロコーティングの付着の防止
が十分でなかった。また、特許文献３では、エレクトロコーティングの付着について考慮
されていなかった。従って、通常の電気防食をした水門、ステンレスを被覆した杭や鋼矢
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板にエレクトロコーティングが付着して表面が汚れたり、ステンレス鋼製メッシュや網、
フィルター、細管などに、エレクトロコーティングや金属水酸化物が付着することで、こ
れらが閉塞する問題があった。
【００１６】
　又、海水中には炭素鋼の防食のため、脱気したり、亜硫酸ナトリウム、チオ硫酸ナトリ
ウムを添加することがある。従って、添加した亜硫酸ナトリウムやチオ硫酸ナトリウムの
酸化により生じた硫酸イオンを含むことがある。また、海水中では殺菌のため次亜塩素酸
ナトリウムが添加されることがある。しかし、従来はこれらについても考慮されていなか
った。
【００１７】
　本発明は、前記従来の問題点を解決するべくなされたもので、海洋環境や汽水など、塩
化物イオンを多く含む環境であっても、エレクトロコーティングの付着を防止しながらス
テンレス鋼を防食することを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【００１８】
　本発明は、塩化物イオンを含む水溶液中で、防食対象のステンレス鋼の電位を－０．０
５～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に外部電源方式で保持することにより、前記
課題を解決したものである。
【００１９】
　本発明は、又、塩化物イオンを含む水溶液中に浸漬される陽極と、防食対象のステンレ
ス鋼の電位を－０．０５～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に保持する外部電源と
、を備えたことを特徴とするステンレス鋼の電気防食装置を提供するものである。
【００２０】
　ここで、ステンレス鋼の流出電流の無い範囲で交流を重畳させることができる。
【００２１】
　又、塩化物イオンを含む水溶液中で、フェライト系ステンレス鋼、ＳＵＳ３０４系ステ
ンレス鋼、又はマルテンサイト系ステンレス鋼の電位を－０．３５～－０．６５Ｖ（ｖｓ
．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に外部電源方式で保持することで、エレクトロコーティングの付着を
防止しながらステンレス鋼を防食することができる。
【００２２】
　又、前記塩化物イオンを含む水溶液が次亜塩素酸ナトリウムを含む場合は、前記ステン
レス鋼の電位を－０．５０～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に保持することがで
きる。
【００２３】
　又、前記ステンレス鋼のＰＩ値を４０未満とすることができる。
【００２４】
　又、前記塩化物イオンを含む水溶液は、硫酸ナトリウムおよび亜硫酸ナトリウム、チオ
硫酸ナトリウムを含むことができる。
【００２５】
　又、前記塩化物イオンを含む水溶液は、脱気されていることができる。
【発明の効果】
【００２６】
　本発明によれば、海洋環境や汽水など、塩化物イオンを多く含む環境であっても、エレ
クトロコーティングの付着を防止しながらステンレス鋼を防食することが可能になる。
【００２７】
　また、フェライト系や二相系ステンレス鋼、マルテンサイト系ステンレス鋼は、アルミ
ニウム合金陽極で防食すると水素を吸蔵して水素脆化が発生することがあるが、このフェ
ライト系や二相系ステンレス鋼の水素脆化も電位制御により防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
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【図１】流電陽極方式の電気防食の概念図
【図２】外部電源方式の電気防食の概念図
【図３】本発明に係るステンレス鋼の電気防食装置の実施形態を示す図
【図４】実施例の試験に用いた装置の構成図
【図５】海水における保持電位と付着量の関係の例を示す図
【図６】海水における保持電位と付着量の関係の他の例を示す図
【図７】次亜塩素酸ナトリウムで脱気した海水における保持電位と付着量の関係の例を示
す図
【図８】窒素で脱気した海水における保持電位と付着量の関係の例を示す図
【図９】亜硫酸ナトリウムで脱気した海水における保持電位と付着量の関係の例を示す図
【図１０】チオ硫酸ナトリウムで脱気した海水における保持電位と付着量の関係の例を示
す図
【図１１】硫酸ナトリウムを添加した海水における保持電位と付着量の関係の例を示す図
【図１２】比較例の試験に用いた装置の構成図
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、本発明の実施形態を詳細に説明する。
【００３０】
　本発明を実施するための電気防食装置の実施形態は、図３に示す如く、塩化物イオンを
含む水溶液１０中に浸漬される陽極（対極とも称する）１６と、防食対象のステンレス鋼
（鋼材）１２の電位を－０．３０～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に保持する外
部電源１８と、基準となる照合電極（参照電極又は基準電極とも称する）２０と、該照合
電極２０の状態に合わせて前記外部電源１８を制御するための制御装置２２と、を備えて
いる。
【００３１】
　前記陽極１６の材料としては、珪素鋳鉄や磁性酸化鉄（Ｆｅ3Ｏ4）、鋳鉄、炭素鋼、鉛
、鉛合金、銀、銀合金、白金、白金メッキチタン、黒鉛、ＭＭＯ（Mix Metal Oxide）な
どがある。これらの電極は、アルミニウム合金や亜鉛を用いた犠牲陽極と異なり、金属イ
オンの溶出が少なく、水酸化物の沈殿も生じにくいという特徴があり、防食対象となる金
属表面に沈殿が生じにくいという特徴がある。
【００３２】
　外部電源方式では電位管理を行うことができる。なお、（流電陽極から出る生成物が問
題にならない程度の範囲で）構造物の一部を外部電源方式、残りを流電陽極方式とするこ
とも可能である。
【００３３】
　外部電源１８を用いた場合、照合電極２０により電位をフィードバック信号とし、制御
装置２２により陽極１６から出る出力の制御を行う。なお、この電位制御は経年的な被覆
の剥離による防食電流の増加や、溶存酸素の増加や水温上昇に伴う防食電流の急激な変化
にも対応できる。
【００３４】
　照合電極２０としては、Ａｇ／ＡｇＣｌ電極や飽和カロメル電極（ＳＣＥ）、海水／塩
化銀電極、亜鉛などが用いられる。
【００３５】
　電気防食を効率よく行うためには、電気防食の対象となるステンレス鋼部材以外を塗装
したり、ステンレス鋼部材とその他の金属部材を絶縁する。これらの措置によりステンレ
ス鋼部材に集中して電気が流れるため、効率よく電気防食ができる。
【００３６】
　また、小さな円形の陽極を用いると、その周囲のみが電気防食されるものの、遠方には
電気が到達せずステンレス鋼が腐食することがあった。円筒形など長細い部材に対しては
、白金めっきチタン製ワイヤーや棒状のＭＭＯ電極を用い、大面積には白金めっきチタン
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製ワイヤーや棒状のＭＭＯ電極をメッシュ状にした電極を用いると、陽極コストを低減し
て、大面積を防食することができる。
【００３７】
（実施例１）
　図４に示す如く、防食対象となるステンレス鋼の試験片３０には、ＳＵＳ３２９Ｊ４Ｌ
ステンレス鋼製の間隔０．５ｍｍの５０×５０ｍｍの大きさのメッシュを用い、水溶液１
０として横浜市鶴見区沖で採取した海水を大気開放で用いた。陽極１６には１０×１０ｍ
ｍの白金めっきチタンを用い、室温で１４日間実験を行った。電位の制御はポテンショス
タット（北斗電工製ＨＡ－１５１Ａ）２４を用いた。照合電極２０にはＡｇ／ＡｇＣｌ電
極を用いた。
実施例１として、ステンレス鋼の電位を－０．０５～－０．６５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣ
ｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した。比較例１として電位を貴側の－０．００～－０．１５
Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に保持した。また、電位を卑側の－０．７０～－１．００Ｖ
（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した。
【００３８】
　実験終了後、付着物を機械的に除去し、その重量を測定した。結果を図５に示す。
【００３９】
　図５から明らかなように、本発明に係る実施例１の保持電位－０．０５～－０．６５Ｖ
の範囲では、腐食が発生せず、付着量も少ないことが確認できた。
【００４０】
（実施例２）
　実施例２として、ＳＵＳ３２９Ｊ４Ｌステンレス鋼の電位を－０．５０Ｖ（ｖｓ．Ａｇ
／ＡｇＣｌ）に保持し、実効値５０ｍＶの交流を流した。実験終了後、付着物を機械的に
除去し、その重量を測定した。本発明に係る実施例２のカソード電流に交流を重畳しても
ステンレス鋼の電流、腐食が発生せず、付着量も少ないことが確認できた。
【００４１】
（実施例３）
　実施例３として、ＳＵＳ３０４ステンレス鋼の電位を－０．３５～－０．６５Ｖ（ｖｓ
．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した。比較例３として電位を貴側の－０．２
０～－０．３０Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した。また、電位を
卑側の－０．７０～－１．００Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した
。
【００４２】
　実験終了後、付着物を機械的に除去し、その重量を測定した。結果を図６に示す。
【００４３】
　図６から明らかなように、本発明に係る実施例３の保持電位－０．３５～－０．６５Ｖ
の範囲では、腐食が発生せず、付着量も少ないことが確認できた。
【００４４】
（実施例４）
　水溶液１０として次亜塩素酸ナトリウムを１００ｐｐｍ添加した溶液を用いた。
【００４５】
　実施例４として、ステンレス鋼の試験片３０の電位を－０．５０～－０．６５Ｖ（ｖｓ
．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した。比較例４として試験片３０の電位を貴
側の－０．２０～－０．４５Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した。
また、試験片３０の電位を卑側の－０．７０～－１．００Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に
０．０５Ｖ間隔で保持した。
【００４６】
　実験終了後、付着物を機械的に除去し、その重量を測定した。結果を図７に示す。
【００４７】
　図７から明らかなように、本発明に係る実施例４の保持電位－０．５０～－０．６５Ｖ
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の範囲では、腐食が発生せず、付着量も少ないことが確認できた。
（実施例５～８）
　水溶液１０として窒素で暴気して脱気した海水（実施例５）、亜硫酸ナトリウムを５０
０ｐｐｍ添加した溶液（実施例６）、チオ硫酸ナトリウムを５００ｐｐｍ添加した溶液（
実施例７）、硫酸ナトリウムを５００ｐｐｍ添加した溶液（実施例８）を用いた。
【００４８】
　実施例５～８として、ステンレス鋼の試験片３０の電位を－０．３５～－０．６５Ｖ（
ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した。比較例５～８として試験片３０の
電位を貴側の－０．２０～－０．３０Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／ＡｇＣｌ）に０．０５Ｖ間隔で保
持した。また、試験片３０の電位を卑側の－０．７０～－１．００Ｖ（ｖｓ．Ａｇ／Ａｇ
Ｃｌ）に０．０５Ｖ間隔で保持した。
【００４９】
　実験終了後、付着物を機械的に除去し、その重量を測定した。結果を図８～図１１に示
す。
【００５０】
　図８～図１１から明らかなように、本発明に係る実施例５～８の保持電位－０．３５～
－０．６５Ｖの範囲では、腐食が発生せず、付着量も少ないことが確認できた。
【００５１】
（比較例）
　比較例として、図１２に示す如く、犠牲陽極１４を用いた。犠牲陽極１４として、一般
的に海水中の電気防食に使用されているアルミニウム合金陽極と亜鉛、そして電位を一般
的な犠牲陽極よりも貴な炭素鋼（ＳＳ４００）を用いた。水溶液１０は海水を大気開放状
態で用いた。
【００５２】
　アルミニウム合金陽極と亜鉛は白色の付着物、炭素鋼は付着物が無いものの、一般的に
さびと呼ばれる茶褐色の沈殿物が発生した。
【００５３】
　実験終了後、沈殿物の重量を測定した。結果を表１に示す。
【００５４】
【表１】

【００５５】
　なお、実施例では、亜硫酸ナトリウム、チオ硫酸ナトリウム、硫酸ナトリウム、次亜塩
素酸ナトリウムなどナトリウム塩を用いたが、ナトリウム塩以外にカリウムなどの塩を用
いても同様の効果がある。
【符号の説明】
【００５６】
　１０…水溶液
　１２…（ステンレス）鋼材
　１６…陽極
　１８…外部（直流）電源
　２０…照合電極
　２２…制御装置
　２４…ポテンショスタット
　３０…試験片
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